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と、表面に酸化物が形成されて CdSe QDs の粒径が減少し、吸収波長がブル
ーシフトすることが知られている（光エッチング）。また、電気化学反応によ






まず、hot-injection法により Trioctylphosphine oxide (TOPO)を配位子
に用いた粒径およそ 2.6 nmの CdSe QDsを合成した（図 1）。これを
ITO 透明電極にコーティングし、CdSe/ITO を作製した。次に、光エ
ッチングによる蛍光特性の変化を観測するため、大気、Ar、純水、リ
チウムイオン電池用有機電解液 1 M LiPF6 EC/DEC (Ethylene carbonate 
/ Diethylcarbonate)中でそれぞれ 24時間 UV (365nm )を照射しながら、
発光スペクトルを測定した。また、大気中の光エッチングによる発光
強度の変化を解明するため、大型放射光施設 SPring-8 BL14B2 で Se
及び Cd K-edge 蛍光 XAFS 測定を行った。 
【結果・考察】 
大気中で光照射下、CdSe/ITO の発光スペクトルを測定した結果を
図 2 に示す。発光スペクトルの波長は 600 nm から 575 nm にブルー








生じたことから、光を照射すると CdSe 表面の状態が変化して CdSe
の粒径が減少すると共に、量子閉じ込め効果が向上し、ブルーシフトと発光強度が増したと考えられる。
また、純水中での発光強度が最も高かったことから、水がこれらの現象を助長する可能性がある。当日
の発表では、電気化学反応後の CdSe/ITO の光学特性変化についても議論する。 
図 1 CdSe QDsの TEM 
図 2 蛍光スペクトルの時間変化 






















図 3 蛍光強度の時間変化 
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